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鹿児島県立図書館鹿児島県立図書館の“今（ナウ）”をお知らせし，図書館と利用者を結ぶ情報紙です。

読書活動の現状と課題を地区全体で共有するとともに，開催地区内の市町図書館（室）と，学
校，地域（読書ボランティア等）等が連携・協力し，課題解決を図るため「子ども読書活動推進ス
キルアップ研修会」を北薩会場と大隅会場で開催します。

平成28年８月24日（水）(北薩会場)，平成28年９月14日（水）(大隅会場)○月 日：
○時 間：両地区とも午後１時から午後４時30分まで
○場 所：薩摩農村環境改善センター(北薩会場)，大崎町中央公民館(大隅会場)
○内 容：１ 県の読書活動推進概要説明

２ 講演 演題：「子どもの読書活動を推進するための提言」(北薩会場)
講師：鹿児島国際大学大学院福祉社会学研究科教授 千々岩 弘一先生
演題：「自ら本に手を伸ばす子どもを育てるために」(大隅会場)
講師：鹿児島大学学術研究院法文教育学域教育学系准教授 原田 義則先生

３ 実践事例発表，質疑応答及び意見交換
４ ワークショップ

読み聞かせ（読み語り），ビブリオバトル，つなぎの歌あそび(北薩会場)
読み聞かせ，ブックトーク，アニマシオン(大隅会場)

○対象者：教職員，公共図書館関係職員，幼稚園教諭，保育士，行政関係者，読書ボランティア，ＰＴＡ
（親子読書グループ，家庭教育学級を含む），学校応援団，読書活動に関心のある県民等

○定 員：150人程度
※ 申込方法等の詳細につきましては，県立図書館のホームページを御覧ください。

調査相談カウンターで受ける質問内容は様々ですが，やはり多いのは郷土に関する質問です。こ
れまで初めて耳にすることばもありました。たとえば，そのひとつに「島津雨」があります。鹿児
島では結婚式等の祝事の前に雨が降ると「島津雨」といって喜ばれますが，その由来は『ふるさと
加世田の史跡』などの資料から調べることができます。
「島津忠久公の誕生時，大雨が降り，真暗の晩であったが，そのため出産時の汚物等は洗い流さ

れ，狐火が出産を助け，つつがなく済んだことから，何かの仕事をするときの吉兆としている」と
いうことが書かれています。
このような過去の調査相談事例は，鹿児島県立図書館ホームページ上で，「調査事例一覧」から

見ることができます。また，キーワードを入力したり，分類を選んだりして探すことのできる「レ
ファレンス検索」もあります。ぜひ御活用ください。操作方法がわからないときは，お気軽に調査
相談カウンターへ御相談ください。

《一般書》７月１５日（金） 《児童書》７月２３日（土）

○『おかんとおとん』 平田昌弘／ぶん 平田景／え 大日本図書

○『ぜんぶわかる！イネ』 内山りゅう／著 ポプラ社

○『マンモスアカデミー３』 ニール・レイトン作 相良倫子／訳 小峰書店

○『表参道高校合唱部！[２]』 櫻井剛／脚本 学研プラス

○『恋の相手は女の子』 室井舞花／著 岩波書店

○『社会の中で居場所をつくる』 東田直樹・山登敬之／著

ビッグイシュー日本

○『東京大学「教養学部報」精選集』 東京大学出版会

○『海を渡ってきた漢籍』 高橋智／著 日外アソシエーツ

○『50歳からの起業術』 中野裕哲／著 大和書房

○『受験生を持つ母親のメンタル整理術』 早瀬律子／著 文芸社
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○ 企画展示「読書週間７０年～いざ，読書。～」展
期間中の催し
１ 図書館ツアー
(1) 月日

７月15日(金)……「大人の部」
７月22日(金)，８月12日(金)…「子どもの部」

(2) 時間
14:00～14:40（40分間）

(3) 内容
書庫を含めた図書館内の見学

２ おはなしのじかん拡大版
(1) 月日

７月20日・27日，８月３日・10日のいずれも水曜日
(2) 時間

15:30～16:30
(3) 場所

児童文化室内おはなしのへや(集会室)

県立図書館に届いた

図書館カレンダー

*ヒント*

○ 開 館 時 間 火 曜 日 ～ 土 曜 日：９時～21時土をあつめてなにかをして
つち

※ 児童文化室は19時までいるおとだよ。
日曜日・祝日（ ）: ９時～17時

休館日。は，

は，おはなしのじかん（毎週水曜日 15時30分～16時）。★

※ 7/20,7/27,8/3,8/10は,16時00分～16時30分の拡大版も実施。

は，土曜版おはなしのじかん（第３土曜日 14時～）。◆

は，一般閲覧室新着図書の日（７月29日,８月12日【予定】）。

は，児童文化室新着図書の日（７月23日）。

絵本『とんとんとんのこもりうた』（いも
え ほん

とようこ／作・絵 講談社）からのクイズで
さく え こうだんしや

す。

これは，アマミノクロウサギのこそだての
おはなしです。タイトルにも出てくる「とん
とんとん」とは，アマミノクロウサギのおか
あさんが，なにをしているおとでしょうか。

答え，自分の名前，利用者カード番号を書いて，児童文化
こた じ ぶん な まえ り ようしや ばんごう か じ どうぶん か

室にある箱に，８月14日（日）までに入れてください。正
しつ はこ がつ にち にち い せい

解者のなかから抽 選で２０人にしおりなどのプレゼントを
かいしや ちゆうせん にん

差し上げます。
さ あ

前回の答えは「びん」でした。たくさんの御応募ありがと
ぜんかい こた ご おう ぼ

うございました。

今回紹介していただいた宝本は，川端誠/作の落語絵本４『じゅげむ』(クレヨンハ
ウス)です。

絵本の読み聞かせは，いつもお母さんがしてくれます。でも，この本は，お父さんがし
てくれます。
テレビの落語家さんみたいに，面白く読んでくれます。特に，「じゅげむじゅ

げむごこうのすりきれ～」のところは，おもしろい顔で，早口で読んでくれるの
で，ゲラゲラ笑いながら聞いています。これからも読んでほしい，我が家の宝本
です。

「わあ，これ，面白いよ。」「ほんとだ，立体的
に見えるね。」小学校低学年くらいの男の子とそ
の父親と思われる親子が赤青メガネをかけて，熱
心に見ていたのは，「日本周辺３Ｄ海底地形図
（第十管区海上保安本部寄贈）」。児童文化室を
出て右側の廊下の壁にあります。とても楽しそう
な親子の様子にこちらも思わず笑顔になりまし
た。
赤青メガネで見てみると，広大な海に囲まれた

日本周辺の海底には富士山よりもはるかに高い山
や深さ9,000ｍ以上の谷，海底の川などがあること
がよくわかります。これをきっかけに海に関係す
る本を読んでくれたらうれしいなと思うと同時
に，様々なジャンルの本への興味・関心を起こさ
せる環境づくりの大切さについて，改めて考えさ
せられることでした。


